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価値観が乱れ、情況が流動 し、 さらに終木

論 さえ横行す るいま「朝 日選 善』は時代の波

に耐える選良の書を集めて誕生 。

時の流れを超 えて存在する知 と美と、それ

を求めて生きる人 間の姿を盛ろて、思索の

糧を提供する最良の一冊一冊です。
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又
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又
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研
究
家
が
、
愛
す
る
箕
神
ヴ
ィ
ナ
ス
に
、
尾
の

た
け
を
捧
げ
た
香
り
高
い
不
朽
の
名
作
。
戦
後
の
荒
廃
の
中
に
泉
の
ご
と
く
湧
出
し
た
本
書

が
、
渇
け
る
現
代
人
の
心
を
再
び
潤
お
す
。

定
価
六
八
Q
円

り

團

戦
場
の
村

本
多
墜

戦
争
の
悲
惨
き
と
解
放
の
明
る
さ
ー

鋭
い
ゾ
六
ー
ナ
リ
ス
ト
の
目
が
、
ベ
ト
ナ
ム
戚
争
を

民
衆
の
側
か
ら
挾
っ
た
迫
真
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ン
ユ
。
「ボ
ー
ノ
国
際
詑
者
賞
」
「毎
日
出
版
文

化
賞
」
「J
G
J
賞
」
に
輝
く
名
著
。

定
価
六
六
〇
円

團

思
想
史
を
歩
く
ω

朝
日
新
聞
社
編

目
本
の
近
代
曽
想
史
に
、
さ
ま
さ
ま
の
杉
り
を
残
し
た
有
名

帳
名
の
先
人
た
ち
ー

そ
の

先
人
の
足
跡
を
、
現
代
の
冒
想
察
が
訪
ね
渉
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
啓
懐
を
盛
り
込
ん
で
つ
づ
る

異
色
レ
ポ
ー
ト
。
(朝
日
新
聞
連
載
)

定
価
五
八
〇
円

率格ムロい
由目

同

 

統伝い

 

古

9●

■

酬
21

●

Jo
け

■

阪大クラス

 

●京大

 

●医進クラス
、

レ

気鋭の教授陣 ・厳しい学習管理

親身な個人指導・徹底的学力開発

入法学

8

丘

昼間部(全11ク ラス編成)夜 間部(数 ・英 ・国単科)
σ

広島YMCA学 園学受験

TELO822(28)2266(代 衣)〒 初3仏 島市八丁堀7一 ユ1

,

霞

り

駆;

1
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,
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